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第2表　成熟期　に　お　け　る　生育
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第4表　分解調査成析（昭31）
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以上のように深耕が増収をもたらす原因としては，該

圃場のような半湿田では気水の流動で盛んにするため，

暗渠排水と同様の効果をもたらしたものと考えられる・

すなわち地温の上昇を促し土壌の孔隙を大ならしめ，択

張りを良好にしたことが挙げられよう．なお酸化還元哉
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位は時期的に変化があり，一回の測定値により括言する

ことはできないが，参考までに第5表としてかかげる．

この表によれば深耕はどEhが高く，多肥は普通肥に比

してEhが高いがこれは多肥のpH価が低いためと思わ

れる．

第5表　深耕による助の変化
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該圃場のような水剛こおいては，深耕は暗渠排水と同

様の効果が期待される．しかし何れの地域においても深

耕は増収をもたらすものではなく，趣く一部の限定され

た地域となるので探耕効果の出る地域区分簡単な深耕方

法（農機具）を繋汁けることが今後の問題点ではたかろ

うか．

畑地の混層耕に関する研究について（第1報）

新　関　信一郎・大　沼　　　彪

（111形県農試最上分場）

1．緒

耕土が浅く一般に宿薄地である火山灰埴壌土地帯の地

力増進を計る目的で耕土を深耕況層した場合，各種作物

の生育・収量に及ぼす影響を知るため深耕後，4カ年継

続で試験を実施し初年日の結果を得たのでここに報告す

る．
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2．供試作物及び試験方法

1．供式作物：大豆・玉筍黍・陸稲・馬鈴薯・白菜

など代表的な畑作物を選んで検討する．

2，試験方法：該圃場は火山灰埴壌土で黒色の層が

約35血狩，10％程度の有機質を含有し下層土は黄色で土層

中に鋤床の生成があり比較的耕土が浅い．耕起の深さに

よって普通耕・深耕に区分され，普通桝は鍬で4寸程度

の深さまで耕し深耕はスコップで15寸に探耕混層を行っ

た．施肥塁も標肥・多肥に区分し，多肥とは標肥の3割

増で標準施肥塵は第1表の通りである．また石灰蓑にお
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いても反当30質・90貫も区分されておるが，その外は作

物別標準耕種梗概によって実施しておる．なお年次別輪

作様式は第2表の示す通りである．

第1表　標準施肥皇（成分点匁）
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第3表　大　暑　時　の　調　　査
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3．試験結果並びに考察

深耕初年日の各種供武作物は白菜を除いて初期生育は

概して良好であり，白菜は1週間遅れ再播種を行った．

大暑時の調査において第3表に示す如く大豆は深耕の効

果はほとんど見られヂ，普通桝が草丈・節数において優

っておる．陸稲は大豆と異なり普通桝りよ深耕区が優る

が玉萄黍・馬鈴薯・白菜などは余り明瞭でなく深耕の効

果よりも施肥増立などによる各区の差異が大きい．

陸稲の出穂・成熟期などは深耕による差はなく施肥増

見による差が大きいように見受けられ，倒伏も僅かなが

ら認められた．大豆・玉筍黍・馬鈴薯などでは余．り差は

なかった．

成熟期における調査では陸稲は深耕区が程長・50叫間
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穂数において鮫る傾向を示すが，穂長は普通耕区が優り

探桝によって穂数の増加に伴う総長減と考えられる．大

豆においては深耕区が劣り玉筍黍では明らかでなく，し

かし施肥増蓑・石灰多丑では各作物とも優る憤向を示す．

収穫物調査について各作物別に見ると大豆では普通耕

多肥（彰・④区が最も良く普通耕捺肥㊤・①区がこれに次

ぎ，髭研多肥⑧・⑦区の順で探耕普通肥㊥・㊥区が最も

劣っている．

普通緋に校べいずれも深耕区が減収を示しておる．1

升重は深耕区が重く冒粒屯は差がない．陸稲においては

深耕多肥・多石灰区が最も優っておるが，内容的にみる

と普通桝より探桝が，標肥より多肥が，石灰標農より多

丑が優る憤向を示しておる．1升重・千粒重は梢々多肥

区が優り，石灰90貫区が特に顕著の傾向を示した．
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第4表　成熟　期　に　お　け　る　調　査

調 査

区

玉筍黍について見るに普通耕より深耕・掛巴より多肥

石灰30文より90貫の方が明らかに増収を示しておる．④

普通耕多肥90某が減収しておるのは区の配列による地力

によるものか明らかでない．一升重・百粒重は一定の憐

向でない．

馬鈴薯の場合深耕区は普通耕区に比較して薯重が劣り

個数において優るようであり，「駿に深耕区は大挙が少

く小菅が多くなる仮向が見られるが余り明らかでない．

白菜について見るに発芽悪く再播種し生育は遅れ気味

で掛こ深耕区に多く見受けられ収量は劣っておる．

以上のことから深耕初年目において深耕効果の大きい

作物は陸稲・玉萄黍で特に多肥施用の場合新著で大豆・

白菜には認め難い．

腐植質火山灰土畑地における探耕の効果

影　山　良　知・菅　野　　　正

（福島県農試）

1．は　じ　め　に

深耕は如何なる場所でも，大きな効果が挙げ得るもの

ではなく，土層の配列・下層土の性質によって深耕の可

否を決め，更に深耕の方法（単なる深耕・混屑耕・心土

耕）と深耕後の適切な作物の作付け並びに栽培法がとら

れなければならない．

このような基本的考えから矢吹ケ原の洪疏火山灰土畑

地において，土壌の性質を調査し（第1表），それを改

善するための深耕がどの位効果があるかを予備的に試験

した．その結果更に多くの問題が残ってはいるが，第1

作にお，いて顕著な効果が認められたので，一応報告する

ことにした．

2．試験地土壌の性賞


